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特集：新生銀行のビジネスモデル

顧客基盤の再構築、収益力の安定化

法人部門、金融市場部門
コア業務に資源を集中

• 顧客重視の観点で組織を再編
• 事業・金融・公共法人営業
（貸出、フィービジネスなど）の積極推進
• ソリューション提案力・クロスセルの強化
• 当行が独自性と特色を発揮できる分野
への積極的な取り組み：
  － ヘルスケアファイナンス
  － 企業再生ビジネスなど
• アジアでの新たな業務展開の検討
• 中堅中小企業への適切な商品・サービス
の提供

• 今後さらに他の営業担当者の一層のレベ
ルアップ・人員再配置と審査能力の向上

• 処分可能なノンコア資産を50%削減

個人部門
コア業務の強化

• リテールバンキング業務
  － 調達基盤の安定化と低利調達の推進
  － 住宅ローン業務の拡大
  － アクセスポイント拡大（小型店舗展
開）を通じたアセットマネージメント業
務の強化

  － 住宅ローン業務の拡大
• コンシューマーファイナンス業務
  － 改正貸金業法への対応
  － 徹底した与信管理と収益性を重視し
たポートフォリオの構築

  － グループ全体での効果的な業務運営
の推進

• リテールバンキング業務とコンシュー
マーファイナンス業務におけるシナ
ジーの追求

強み
• 多様性
• きめ細かいソリューションの提案力
• 高い顧客満足度
• 迅速な意思決定、素早い実行力

弱み
• 不安定な収益力
• 小規模な顧客基盤

機会
• 新規顧客
• “信頼される貸し手”
• ニッチビジネス
• 変化し続けるお客さまの借入・投資ニーズ

脅威
• 厳しい競争環境
• 政治、業法、経済動向の不透明感

お客さま 個人部門

（注）平成22年9月28日発表の中計経営計画の改訂および平成23年4月1日付の組織改編を踏まえた内容です。

法人部門
金融市場部門

• 安定した収益力を持ち、国内外産業経済の発展に貢献し、お客さまに求められる銀行グループ

• 経験・歴史を踏まえたうえで、多様な才能・文化を評価し、新たな変化に挑戦し続ける銀行グループ

• 透明性の高い経営を志向し、お客さま、投資家の皆さま、従業員などすべてのステークホルダーを大切にし、また信頼される銀行グループ

経営理念

中期的な目標（注）



特
集

「
新
生
銀
行
カ
ー
ド
ロ
ー
ン
レ
イ
ク
」

資
料
編

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制

事
業
概
況

社
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

連
結
財
務
ハ
イ
ラ
イ
ト

株式会社 新生銀行　中間期報告書 2011

8

特集：「新生銀行カードローン レイク」
銀行本体での個人向け無担保カードローンの本格実施により、中長期的な収益力強化を目指す

個人向け無担保ローン市場の現状

国内の個人向け無担保ローン市場は、平成22年の改正貸金
業法の完全施行や過払利息返還問題などにより、その透明性
や社会性の改善が図られる一方で、市場規模は大きく縮小し、
貸し手の市場からの撤退も加速するなど、前例のない転換点
にあります。
左のグラフが示すとおり、消費者金融専業による個人向け
無担保ローン市場は過去4年間で約6割に縮小しています。一
方、銀行のカードローンなど個人向け融資も、消費の低迷な
どを受け減少はしているものの、消費者金融専業、信販・カー
ド業と比較して減少は小幅にとどまっています。当行としては、
健全な個人向け小口金融に対するニーズは引き続き大きく、
貸し手として円滑かつ機動的に対応していくことが求められて
いると考えております。

邦銀として初めての取り組み

店舗ネットワークを展開し、個人向け無担保カードローンを本
格的に実施するのは初めてとなります。
本事業にかかるマーケティング、お申込受付、ご融資、顧客サー
ビス、与信審査、債権管理などの業務は、新生銀行が行います。
新生フィナンシャルにおいては、すでにご利用のお客さまへの
サービスの継続と、「新生銀行カードローン レイク」および他の
金融機関向けの信用保証業務の拡大により、今後とも安定的
な収益を上げ、さらなる成長を図ってまいります。

上記認識を踏まえ、当行は監督官庁の認可を経て、平成23年
10月1日付で連結子会社である新生フィナンシャルから、個人
向け無担保ローン事業の一部事業譲渡を受けることにより、
同社から「レイク」ブランド、全無人店舗および自動契約機や
カードローン レイク専用ATMなど、同事業を銀行本体にて展
開するのに必要な資産を取得しました。また同日付で、当行
は個人向け無担保カードローン「新生銀行カードローン レイ
ク」のサービスを開始しました。日本の銀行が大規模の無人

「新生銀行カードローン レイク」では、これまで新生フィナンシャルがご提供してきた、即日のお借
入や、お申し込みからお借入までご来店不要でのお手続き、提携ATM利用手数料無料、全国約
800ヵ所の無人店舗ネットワークなど、利便性、迅速性の高いサービスをそのまま活用し、さらに、
銀行の高い信頼感、安心感を併せ持つことで、従来銀行が十分にお応えできていなかった個人の
お客さまの小口金融ニーズにより円滑かつ柔軟に対応し、この分野におけるリーディングバンクと
して健全な市場の形成に貢献してまいります。

信頼感 安心感 利便性 迅速性 商品性
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* 平成25年3月末の市場規模予想は、新生銀行の予想
（出所）日本銀行統計、日本貸金業協会統計

平成25年
3月末

  (予想)*

平成23年10月3日「新生銀行カードローン レイク」のローンチに合わせて掲載した新聞広告


